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2011年 8月 2211

127二国会
卒業 25年

=こ
念事常実行委員会

姜員長 二綺几久様
皮 應 義 塾

拝暮 新涼の候、ますますご清祥のこととお慶びヤし上 l■ ます。千索は皮應義
塾の活動に一方ならぬご理解とご協力を賜りまになり難うございます。

また、■日は 127ニロ会キよ 25年記念事業として「皮應義塾求日本人震入
拡史墓生特

'1奨
学会」にご守ltを

'み

り夜めてヽより御オし申し上げ主す。

この共学会|ユ来日本人震災による案屋の損壌.集計え持オの減帆 家針の人
幅なえ弘増、暮永区筑からの連難等で、学業の鮮続が日算になつた塾生に対し

て、従来の掟業料減兒措塁では救済が難しかった部分を合め幅広くえ投ができ

るような内容となつております。

5月 13日 に表塾各キャンパスにて業年を始め、6月 300迄に 77名 の申
tiを えけてこの友第 1ロ ロの俗付が決定致 しました。77名 に対 して鯰飯釣

2970万 円を8月 中に俗付いたします。また、第 2ロ ロの締めt77り を7月 29

日とし申術を失け付けておりますが、まだ守類が警わない塾生も多く、引き続

きヤ請期間を延長し、え提できるよう対應してまいります。

127ニロ会皆様からの温かいご浮恙が日本の役典と永水をオユう塾生の大き

なええとなっております。とうぞ変らぬごオ旨撃のほどお願いやし上げます。

未華ではございますが廿会の一層のご分晨と皆様のご活理をお祈り申し上

げます。
枚 具
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